
福岡県

保健医療介護部

ふくおか健康づくり県民運動の実施状況

ふくおか健康づくり県民運動展開中！ 
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資料２



会長 福岡県知事
副会長 福岡県医師会会長

福岡県商工会議所連合会会長
九州大学総長

福岡県保険者協議会会長

構成員：以下の団体の代表者
（１１９名）
保健・医療関係団体、経済
団体、企業、労働組合、大
学、マスコミ、地域団体、
国、県、市町村等

健(検)診受診率の向上
・特定健診、がん検診
の受診率向上

（H30.8.10設置）

取組の３つの柱

ふくおか健康づくり県民会議

食生活の改善
・減塩
・野菜摂取量の増 など

運動習慣の定着
・歩数の増加
・スポーツの推進 など

行動目標（H31.1.25県民会議総会で決定）

「みんなで受けよう！
特定健診・がん検診」

特定健診・がん検診を毎年受診す
るとともに、家族や隣人、同僚にも
健(検)診の受診を呼びかけ、県全体
で特定健診受診率７０％以上、がん
検診受診率５０％以上を目指します。

「みんなで食べよう！
野菜たっぷりもう一皿」

地域の食材を取り入れたバランス
のとれた食事に努め、１日３５０グ
ラムの野菜摂取を目指します。また、
１日あたり小さじ約半分（約２グラ
ム）の減塩を目指します。

「みんなで始めよう！
適度な運動」

１回あたり３０分以上、週２日以
上を目標に、無理のない範囲で運動
に取り組み、その取組を続けます。

ふくおか健康づくり県民運動の概要
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健康づくり宣言の登録団体・事業所（原則として従業員５０人
未満の中小事業所）に、「健康づくり実践アドバイザー」を派遣。
健(検)診受診率の向上をはじめとしたより実践的な健康づくり

の取組を働きかける。
［職 種］保健師、管理栄養士、健康運動指導士など
［業務内容］健(検)診受診の数値目標設定、食事記録など食改善指導、

職場での運動の実践方法の指導 など
［派 遣 数］200事業所/年

①健康づくり実践アドバイザーの派遣

②健康測定機器を活用した健(検)診の受診勧奨

市町村、県民会議の参画団体等が実施するイベント等で健康測定機器
を貸し出し、当該機器を活用して来場者の健康チェックを行うとともに、
健(検)診の受診を勧奨する。

［測定機器］血管年齢、骨密度、体組成などの健康測定機器
（測定者も併せて派遣する）

［箇 所 数］50カ所/年（希望を募る）

健（検）診受診率の向上に係る取組
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食生活の改善に係る取組

4

〇 本県の県民一人あたりの食塩摂取量は、男性：11.7g、女性：9.5gと福岡県の
食塩摂取目標量（男性8.0ｇ、女性7.0ｇ）より多く、20歳以上の県民の約2人に
1人が食塩摂取量と関係の深い高血圧の有病者となっている。

〇 この状況を踏まえ、県では、食塩の適正摂取の推進を目的とした「スマソる？
プロジェクト」を開始。



【運動効果】
ウォーキングの約2倍のカロリー消費、
ジョギングより体への負荷が少ないこと
から、健康づくりに効果的な運動メニュー
として、若者から高齢者まで幅広い世代
に推奨

運動習慣の定着に係る取組

スロージョギング

【福岡発の取組み】

福岡大学スポーツ科学部において提唱さ
れたエビデンスがしっかりとした運動プロ
グラム
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ふくおか健康ポイントアプリ 主なリニューアル内容

（その他） ふくおか健康ポイントアプリ

〇 県民が楽しみながら継続して健康づくりに取り組めるよう、
「ふくおか健康ポイントアプリ」を令和2年2月5日に配信開始。

〇 日々の運動や食生活の改善、健診の受診、健康教室やイベントへの参加などの
健康づくりでポイントが付与され、一定のポイントを貯めると特典を提供。

〇 今年度中にリニューアルを行い、デザインを一新し、新たな機能を追加。
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令和５年１０月末
登録者数 約６万４千件

メニュー
タップ

③ ④

⑤

①

②

①より見やすく、使いやすいデザインに変更

②最新のお知らせをトップページに表示

③スロージョギングやケア・トランポリンなど
のおすすめ運動を紹介

④おすすめの観光地を紹介

⑤減塩に関するページへのリンクを設置

※画像は開発中のものにつき、実際の仕様とは異なる場合があります。



１２月に職場対抗ウォーキングラリーを開催！
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宣言

登録申請

登録証

の交付

実績報告

（毎年度）

知事表彰

事例発表

対

象

（１）特定健診の受診率向上
（２）特定保健指導の利用率向上
（３）がん検診の受診率向上
（４）食生活の改善
（５）運動習慣の定着
（６）禁煙の促進、受動喫煙の防止
（７）その他（メンタルヘルス、歯科衛生等）

県内において事業活動を行
う法人又はその他の団体
（個人事業主等も含む）

宣
言
分
野

登録数9,531件（R5年10月末）

申請内容の
審査

表彰候補団
体の選定

宣言に基づく
取組の実施

宣言制度の流れ

事例発表団体
の選定

健康づくり団体・事業所宣言

○ 従業員やその家族又は県民に対する健康づくりに関する取組内容を宣言
してもらい、その宣言内容を登録するもの。

○ 優良な取組団体・事業所をふくおか健康づくり県民会議総会で表彰。
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令和５年度に実施した主な取組は以下のとおり。

（１）「健康年齢」通知を活用した健診受診率向上の取組

（２）「久山町研究」を活用した健康づくり推進事業

（３） 脈博HEARTBEAT EXPO 2023へのブース出展

（４） スマートにソルトを使う減塩プロジェクト「ＴＲＹ！スマソ

る？」の開始

（５） 県民会議構成団体との協働
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実施項目

令和５年度の取組について



株式会社JMDCが保有する160万人分の健診と医療費のビッグデータを基に、
特定健診等で計測する12項目の健診データから、健診受診者の翌１年の医療
費を予測。
予測された医療費から、平均で何歳相当の医療費かを換算し、算出された

年齢のことを「健康年齢（＝自身の身体は何歳相当か）」という。

※「健康年齢」は株式会社JMDCの登録商標。

「健康年齢」とは？

特定健診に「自分の健康年齢が分かる」と
いう新たな付加価値を付与することで、被保
険者の関心を喚起し、健診の受診を促す取組
み。
なお今年度は実証的に、柳川市、筑後市、

行橋市、志免町、芦屋町、岡垣町、香春町に
おいて実施中。

（１） 「健康年齢」通知を活用した健診受診率向上の取組

10



九州大学と久山町が協力し、久山町の住民を対象に60年以上にわたり生活
習慣病（脳卒中、虚血性疾患、悪性腫瘍、認知症等）の疫学調査を行ってい
るもの。
久山町研究の成果である「ひさやま元気予報」を、ふくおか健康づくり県

民運動情報発信サイト上に掲載している。

「久山町研究」とは？

（２） 「久山町研究」を活用した健康づくり推進事業
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さらに、九州大学久山研究室が年に１回発行している「ひさやま元気予
報便」の情報等を活用して、研究の成果をさらに分かりやすく集約した啓発
資材を作成。
地域の健康教室等で活用できるよう、各市町村に配布した。
県のホームページや県民運動情報発信サイトに項目ごとのデータを掲載し

ている。



について

久山町研究の最新の知見を活用し、５年後、１０年後の糖尿病等の生活

習慣病の発症リスクを、高精度に、見やすい形で表示する「新たな生活習

慣病発症予測ツール」を県民運動情報発信サイトにて公開中。
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アクセス数
33,032件

（R5.10月末）
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第31回日本心血管インターベンション治療学会学術集会の最終日に開催
された、心血管と医療をテーマとした一般向けイベント。アーティスト等
によるステージパフォーマンスや、企業・団体によるブース出展があり、
福岡県ブースでは健康寿命の延伸に重要な循環器予防に係る普及啓発や相
談窓口の紹介、健康度測定、スロージョギングやケアトランポリンの体験
等を実施した。
〇日 時：令和5年8月6日（日）10:00～16:30
〇場 所：福岡PayPayドーム
〇参加者数：6,000人程度

脈博HEART BEAT EXPO 2023

（３）脈博HEART BEAT EXPO 2023へのブース出展
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（４）スマートにソルトを使う減塩プロジェクト「TRY！スマソる？」の開始
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「スマソる？プロジェクト」
キックオフイベントを開催

＜日時＞令和５年９月５日（火）１０時～
＜会場＞esports Challenger’s Park
＜内容＞
・「スマソる？プロジェクト」の紹介
・知事とタレントによる食塩の適正摂取に関す
るトークセッション
・平野レミさんとパラシュート部隊が、服部知
事とともに「スマソる？レシピ」を調理、実食。

キックオフイベント終了後、県民運動情報発
信サイト内に、スマソる？プロジェクト特設サ
イトを公開し、減塩してもおいしいレシピや、減
塩のコツなどを掲載。



（４）スマートにソルトを使う減塩プロジェクト「TRY！スマソる？」の開始

＜ＣＯＯＫ！スマソる？＞

福岡県産の美味しい食材などを
使った、出汁や香辛料をうまく活用
して塩分量を減らしても美味しい、
かんたんに調理できる減塩レシピ
「スマソる？レシピ」をＴＲＹ！ス
マソる？特設サイトで紹介。

「玄界灘産金目鯛のアクアパッ
ツァ」や「野菜たっぷり焼きうど
ん」など、掲載している４３レシピ
は全て、食塩相当量２.５ｇ以下！

＜ＥＡＴ！スマソる？＞

福岡県内いろんな
お店で、以下の基準を
満たすお弁当を販売。

食塩使用量 ２.５ｇ以下

エネルギー ５００～７００ｋｃａｌ

たんぱく質 １３～２３ｇ

参考：イオンでのスマソる？弁当販売の様子
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９月の健康増進普及月間にあわせて、９月１日～１５日に県庁１階ロ
ビーで、下記のとおり健康測定会等を実施し、延べ９９１人が参加。

［血糖自己測定等］…日本糖尿病協会福岡県支部等
内容：糖尿病予防の啓発活動の一環として、血糖自己測定などを実施

［健康測定会］…明治安田生命保険相互会社、第一生命保険株式会社
内容：野菜摂取量が推定できるベジチェックや、血管年齢測定を実施

健康測定会等の実施

（５） 県民会議構成団体との協働
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